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はじめに



従来の図書館

 世界における「情報の集積地」

 世界における「情報検索・提供技術の最先端」



最近の大学図書館

 大学図書館は「形のある」図書だけを提供しているわけでは
ない

 雑誌を電子化した電子ジャーナルや図書を電子化した電子
ブック、データベースの提供は既に普及

 「非来館型図書館」という概念の浸透

 大学図書館資料購入予算に占める電子コンテンツの割合
が既に7割を超えるところも・・・（ex.フロリダ大学）



世界における情報量

情報量

書籍量

インターネットの出現



情報量の比較

 佛教大学図書館の蔵書（90万冊）

 Web上の情報量（無料 / サーフェス・ウェブ [表層ウェブ]）

 Web上の情報量（有償その他 / ディープ・ウェブ[深層ウェブ]）

新書12万字をテキスト化したとして、１冊24万バイト
新書90万冊の場合、24万バイト×90万冊＝216ギガバイト

総務省情報通信政策研究所によると6877テラバイト
（ 2009年3月推計）

単純計算して図書館の3万1838倍の情報量



情報世界の現実

 情報量≒書籍量という時代は過ぎ去った

 情報量はWebを中心とするデジタル世界が書籍中心のアナ
ログ世界を凌駕する

 インターネットが主流の情報世界の中で、図書館は生き残り
を模索せねばならない

 「図書館」の位置づけを再度捉えなおす必要がある



図書館とWeb

―電子化の流れの中で



情報技術からみた図書館とWeb

 図書館のWebへの依存はコンテンツの電子化にとどま
らない

 図書館の提供コンテンツの検索システムや情報発信サ
イトにおいて、その依存は顕著である

 ただし図書館とWebの主流となっている情報技術の差
異については検討の余地がある



類似外観と技術差異-OPACとGoogle

※OPAC： Online Public Access Catalog
（オンライン蔵書目録）



検索結果（第1段階）



検索結果（第2段階）



差異という格差

 Googleの検索結果上位は確かに重要

 Googleからの最終画面は、情報「そのもの」

故に情報の取捨選択に時間を要さない

 OPACの上位は「？」

 OPACで利用者が「シーケンス」（表示順）の妥当性に気がつく可
能性は「？」

 OPACの最終画面は、情報の「メタデータ」（「データのデータ」）

 故に現物を見て、初めて情報の取捨選択が可能となる

Google

OPAC



検索技術の現実

Photos from Wikipedia

 利用者の「検索」の概念は、現実としてIT企業によって標準化されている

 図書館の「検索」システムは、IT企業の「検索」システムに影響されている

 IT企業においてさえも、自社開発をあきらめるほど高レベルの技術である

 IT企業による「検索」システムは、技術的にOPACよりも上位である



情報技術と従来型図書館

先進性

時間

インターネットの出現

従来型図書館の情報技術

理想的な情報技術



図書館とWebの関係性

 「情報の集積地」だった図書館とWebの関係には「量」にお
いて明確な上下関係が生じた

 「情報検索・提供技術の先端地」だった図書館とWebとの
関係には「検索技術」において明確な上下関係が生じた

 「情報」分野において図書館的アナログ世界とWeb的デジ
タル世界の新たな相関関係が生じた

図書館の立ち位置を考える上での注目すべきエッセンス



アナログ世界とデジタル世界



アンティキテラ・メカニズム

“Antikythera mechanism ” from Wikipedia

古代のアナログ・コンピュータ

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/6/66/NAMA_Machine_d'Anticyth%C3%A8re_1.jpg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e8/Antikythera_mechanism.svg


デジタル概念を基にアナログ存在を再定義する

“Antikythera mechanism ” 

Photo  from Wikipedia

佛教大学図書館（成徳常照館）

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/6/66/NAMA_Machine_d'Anticyth%C3%A8re_1.jpg


図書館とは何か

有史以来の巨大な「アナログ・データベース」であり、
アナログとデジタルを融合した「ハイブリッド・データベース」とも言える



図書館とWebサイト

図書館もインターネットを
構成する情報源のひとつ
と言える



Web技術で検索可能な範囲

技術的には
100%

デジタル

アナログ・ハイブリッド（図書館）

メタデータ+α
□%



データベースとしての図書館展望

 デジタル・データベースにおいては、技術的・理論的には全
てのコンテンツ検索が可能

 図書館はその「無料の原則」に則り、検索可能な範囲をで
きる限り広げる努力が必要

 デジタル世界の「サーフェス」と「ディープ」の概念を図
書館にも導入すべき

① 著作権が許す最大の範囲で、「検索され」「発信される」べき、情報を精査

② 「サーフェス・ライブラリ」と「ディープ・ライブラリ」という概念を構築し、Web

との技術的・思想的一体化を進めていくことが望ましい



図書館とWebの一体化



図書館は厳然として進化の過程にある

概念なし 受身の姿勢 主体の姿勢

概念進化のベクトル

周囲の話を聞く 周囲に向かって話す

参考：言語の習得

図書館の
Web技術習得

押されるように電子化
（消極的に利用される）

積極的な情報発信
（積極的に利用する）

現在の段階？



過去のWeb受容

 多くの図書館は当初「背中を押されるように」電子化を余
儀なくされた

 「電子ジャーナル」等、運営上のネガティブな問題を解決
するために導入が進んだ技術も存在した

 図書館が「Webデータベース」と再定義されたことで、
Webに「検索される」コンテンツを増加させていくことは、
発展の道筋として正しいと考えられる

基礎としての「受動的なWeb技術の利用」



受動的なWeb技術利用の例

 「カード目録」のOPAC公開

 「電子図書館」といった画像コンテンツの公開

 電子ジャーナルの購入

初期（≒消極的）

最近（積極的要素あり）

 検索エンジンへのデータ提供（リポジトリ等）

 図書館Webサイトの検索エンジン最適化



現在、そして今後のWeb受容

 図書館は「Webデータベース」として、Webの最新技術
を積極的に用いていく必要がある

 Webの最新技術は図書館の最新技術になると理解する

 利用者の検索の概念を作る「IT企業」との技術的上
下関係を意識し、便乗すべき

 率先してWebの最新技術を取り入れることで、「情

報の最先端」に近い、「準・先端」の位置を確保する
ことが重要

発展としての「主体的なWeb技術の利用」



主体的なWeb技術利用の例

a. キーワードの視覚化

b. Library 2.0

c. ディスカバリーサービス

d. オープンソースの導入



a. 図書館的「キーワードの視覚化」

例：中国



より図書館的に

例：中国



図書館的分類とWeb上の概念との融合

赤色：NDCレベル
（日本十進分類法: Nippon Decimal Classification ）

青色：BSHレベル
（基本件名標目表: Basic Subject Headings ）

無色:フォークソノミー



フォークソノミーとは？



フォークソノミーの出典



b. Library2.0とは？

 Web2.0を図書館Webに拡張して生まれた概念

 コンテンツの提供者たる図書館と、コンテンツの利用者
との間に、双方向での情報交換がなされている状態

 図書館とWebとの一体化を促進し、かつ図書館のWeb
に対する親和性を証明する概念のひとつ

 「リサーチナビ」も国会図書館の運営を前提に考えれば、
フォークソノミーによるLibrary2.0の一形態



Web2.0



c. ディスカバリーサービス

 図書館所蔵の冊子体図書から電子ジャーナルやデータ
ベースに至るまでを横断して検索できる図書館専用「検
索エンジン」

 IT企業のWeb検索エンジンの技術を流用し、あらかじめ

検索先のデータを内部的に格納し、インデックス化して
いる

 利用者の利用動向を反映したシーケンスを作成できる

 ディープ・ウェブのコンテンツを検索できることが特徴



ディスカバリーサービスの例

 佛教大学図書館Summon（構築中・非公開）

 冊子体の所蔵図書・雑誌のタイトル等と「電子ジャーナル」の
論文内容等を横断的に検索



ディスカバリーサービスとLibrary2.0

 慶応大学図書館KOSMOS

 利用者によるレビューや評価、タグ（フォークソノミー）による
Library2.0を実現



d. オープンソース



オープンソースの利用例

 九州大学図書館きゅうと

 オープンソースの「ディスカバリーサービス」

 eXtensible Catalog Project



図書館における情報編集機能の変化



従来の図書館による提供情報の「編集」

 各図書館の特性を踏まえての大まかな蔵書（提供情報）
の構築

 大規模な図書館ほど提供情報も個性的

 「選書基準」に従った「１タイトル」単位でのコンテンツ購
入による、提供情報の「編集」

 図書館員の対面レファレンスによる提供情報の「編集」

利用者の入手できる情報に対し、強い編集権



現在の図書館による提供情報の「編集」
－デジタルコンテンツに潜む問題

 各図書館の提供情報の「一時的」均一化

 大規模な図書館ほど提供情報は没個性的

 電子ジャーナル等1タイトルごとの「選書」による提供情
報の「編集」が困難

ローカルデータベースの数は多くない

グローバルに購読できるモノはすべて購読

パッケージとしてのみ購読が可能



現在の図書館による提供情報の「編集」
－デジタルコンテンツに潜む問題

 図書館員よりも「ウィキペディア」、「Yahoo!知恵袋」

 利用者による図書館提供情報の「編集」

 図書館でのネットサーフィンの一般化

Library2.0は図書館の情報編集権を侵さないか

デジタルコンテンツへの信頼過剰

利用者の入手できる情報に対する編集権はアナログコン
テンツの場合ほど強くない

図書館として無制限の情報提供を許すべきか



デジタルコンテンツと向き合うには

 図書館が提供するデジタルコンテンツの多くは、Web上
のデジタル世界の常識で動くことを理解する必要がある

 図書館の再定義とともに図書館職員の職責も再定義さ
れなくてはならない

図書館

Webマスター
or

アドミニストレータ

データベース

職員（司書）Library2.0

Web2.0

図書館を「Webデータベース」と
みるなら、職員は「Webマスター」
と再定義できるだろう



Webマスターとして

 「Webデータベース」としての図書館デジタルコンテンツ
を編集し、提供する

 「選書」の対象コンテンツの規模は従来の図書から、外
部の「データベース」そのものへと拡大せざるを得ない

 図書館の提供情報が利用者により編集されても、できる
限りそれを尊重せねばならない

 情報提供の中心となる「図書館ポータルサイト」に傾注
する必要がある

従来の図書館員（司書）の概念から離れた
Webスキルが必要



図書館を生かす
―デジタルコンテンツの情報「編集」

 図書館の強みは「信頼できる情報」を提供してきたこと

 玉石混交のデジタル世界においても、これを行えるのは
人というアナログ存在が介在する図書館しかない

 この姿勢を貫きGoogle等との差別化を図ることで、図書
館は「機能」として、今後も生き残れる可能性がある

① デジタルコンテンツのいわばフィルターとして、「検閲」になら
ない範囲で情報を編集・提供する

② その信頼できる窓口として、図書館ポータルサイトあるいは
ディスカバリーサービスの充実が必要となってくる

③ 図書館の存在意義を考えれば、少なくとも図書館内での自由
なネットサーフィンを提供することは、慎重になるべきだろう

具体的には



図書館を生かす
―アナログコンテンツの潜在力

 Web上に蓄積された情報は、Web登場後に作成された
ものであり、過去の情報は比較的薄い

 過去の情報については、アナログコンテンツがデジタル
よりも有用

 図書館は「Webデータベース」として機能面では「Web」

に同化するべきだが、アナログコンテンツの「完全」同化
はありえない

① GoogleがGoogle Book Searchを作りたがる理由を正しく認識する
② アナログとして価値のあるコンテンツを核として、特徴のある「ハイブ
リッドWebデータベース」としての位置を模索する

③ アナログとして独自性の発揮できるコンテンツの収集・発見に努める
必要がある

具体的には



おわりに
―再定義から見えるもの

 図書館が情報世界の「帝国」だった時代は過ぎ去った

 図書館は情報世界の新しい秩序の中に身をゆだねるべ
きである

 図書館には積み重ねられた歴史と伝統が存在し、ここに
は資源としての価値がある

 今後、コンテンツと技術の問題から、大学図書館と公共
図書館の分化は著しく進んでいく

 図書館に必要とされる人材も大きく変わっていく

図書館は自ら変わる勇気を持たねばならない

坐して情報世界の辺境になるべきではない



ご静聴ありがとうございました


